










はじめに 

 人乳のもつ感染防御能,低溶質,脂肪の吸収の良いこと,過剰な哺乳がさけられること,母

児間愛着形成に役立ち,さらに未熟児には未熟児を生んだ母親自身のものが組成上最適で

あることわかり,正期産児のみでなく,極小未熟児にも人乳栄養を中心とする栄養法が支配

的となっているが,vit D 剤投与にもかかわらず,くる病の発生が認められ,身体発育も劣る

などの栄養学的欠点が指摘されて,栄養学的に何時までが最適なのか,最適な発育のために

は何をどのように添加すべきが問題である。 

 そこで今回は極小未熟児の人乳栄養について,身体発育および栄養生化学的な側面から

検討を加えた。 


